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Abstract

　　The 　purposes　of　this　study 　were 　 1）to　clarify　the　factorial　structUre 　 of　fundamental　physical　fit・

ness ，　and 　2）to　establish　test　batteries　of 　fUndamental　physical　fitness　for　college　judoists．

　　Four　morphological 　measures 　and 　 13　motor 　performance　tests　were 　administered 　to　720011ege

ludoists．　 Principal　component 　analysis 　and 　 nomal 　v 跏 x 　rotation 　were 　 applied 　to　the　correlation

matrix 　which 　 was 　 calcUlated 　 with 　 17　 test　vadables ．　 Five　facters　 were 　eXtracted 　 and 　 interpreted　 as

follows：
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　　 1）　Physical　and 　static 　strengt11
，

　　2） Power　of　lower 艮  bs，

　　3） Total　body　power 　with 　agility，

　　4）　Endurance
，

　　5）　FleXibility
，

　　Taki  bOth　factorial　validity 　and 　praCticability　of　tests　into　consideration
，
　the　following　conven −

tional　 forrnulas　 for　 estimati   each 　 fundamental　 physical　 fitness　 domain　 extracted 　 as　 factor　 were

detemined：

　　F1 富 0．29Xl＋0．13×2＋0．16×5＋0．15×6＋0．11× 7＋0．36× 8＋0。30Xg一心．03X ，7
− 78．31，

　　F2 呂 0．60× 6＋O．27X ，，＋0．22× 1「 6．89X ，，＋29．95，

　　F3 冒 0．94X噛＋ 121×5＋0．68XI，
− 110．05

，

　　F4 呂 0．73X ｝1＋0．11X 且广 33．54，

　　F5 ＝ 1．87X 且！
＋21．10

，

　　where 　 X1冨stature
，
　 Xt＝ bOdy　weight ，　 X5罩 chest　girth，

　 X ，
＝ sitting 　 height

，
　 X58side　 step

，
　 X6苣 vertical

jump，　X尸 back　strength
，
　Xs　＝grip　strength （R｝，　Xgsgrip　stre  th （L），　Xio＝mOdified 　 Harvard　 step 　test，

X11＝ trunk　eXtension ，
　Xlt＝ tn血 k 且exion ，

　XIs＝ 50　m 　dash
，
　X14冒 running 　broad　jump，

　Xis＝ handball　throw ，

X15岫 inni  ，　 and 　Xi7＝ endurance 　ru1血 ng ．

　　（Eio　 Iida，　 Yoshiyuki　 Matsuura，
　 Osamu 　 Aoyagi

，
　 Masayuki　 Takeuchi

，
　 Hideyuki．Tanaka

，
　 Tsuyoshi

Yoshioka　and 　Kouji　Komata，
‘‘
Test　batteries　of　fundarnental　physical　fitness　for　college 　judQists

”
，ノbp．

ノニ 」PhysL　Ed ＃c．，29− 1 ：35− 42
，
　June， 1984）

緒 言

　柔道選手 の 競技力 ある い は 競技適性 と し て の 基

礎 体力 の 重要 性 は 多 く の 研 究者 に よ っ て 主張 さ

れ
11）・12）・ls），柔道選 手の 基礎体力 に関する研究 も多

い
4〕β 4Lse ）． こ れ らの 研究結果 は 他 種 目の 選手 と比

較 して ， ある い は外国選手 と比較 し て ， 我国の 柔

道選 手 の 基礎体力 の 不 足を指摘し
， 基礎体力 ト

レ ー ニ ン グの 重要性を示唆 し て い る．

　合理 的 な基礎体 力 トレ
ー

ニ ソ グ を行 うな うた め

に は
， まず選手 自身が 自分の 基礎体力の 長短を認

識 し， それ に 基づ い て ト レ
ー

ニ ソ グ の 目標を定め ，

さらに は トレ ーニ ン グ の 効果を評価で きなければ

ならない
． そ うい っ た意味か ら講道館柔道科学研

究会 は 強化選 手 の 体 力 に 関 す る 研 究 を 踏 ま

え
ISX2SX2e ｝，柔道 選 手 の 標 準体 力 テ ス トを 作成

し
14｝・15｝

， それ らを もとに 強化選手及び大学生柔道

選 手 の 追跡調査 を行 な っ て い る
ts，・17）．ま た 高橋

ら2S ｝も同様 な立 場 か ら体力 標準 値 を発表 し て い

る．

　 しか し ， こ れ らの 研 究は い ず れ も基礎体力の 測

定項 目の 結果を もっ て 評価し
， それ らを測定項 目

毎 に比較検討を行な う こ とに よ り結果 を導 出 して

い る．もちろ ん 各測定項 目の 妥 当性が高い こ とが

認 め られ る 限 り に お い て は そ の 意義は 認 め られ

る． し か し測定項 目の 成績を手掛 りと し て ，その

成績の 背景となる潜在的な基礎体力 を測定 し よ う

とす る場合 ， 各測定項 目の 成績は単一の 体力要素

に の み依存す る と考える こ とは無理 がある
．

つ ま

り， 各測定項 目の 成績に は，い くつ か の 体力要素

が関与 し て い る と考 え る方が人 間の 身体活動を理

解す る上 で 現実的で ある，

　換言すれば，あ る能力 を評価す る に は
， その 能

力 の 発揮を主に要求する と考え られ る複数項 目の

運動成就成績 （測定成績）か ら ， その 能力を推定

す る こ とが よ り能力に 忠実な見方 となる と考えら

れ る
20）．

　 よ っ て 本研究 で は以上 の 能力 tcOUする立場に 立

ち ，
か つ 能力推定に は統計学的立場 に 立 っ て

， ま

ず柔道選手の 基礎体力の 構造を明 らか に し ， そ れ

を構成す る各基礎体力要素を推定す るの に 有効 な

組テ ス トを妥当性及 び実用性を 考慮 して 求め る こ
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とにす る．つ い で 各能力の 推定式を導 き， 柔道選

手の基礎体力評価に 役立たせ る事を 目的 とした ，

研　究　方　法

　（1）基礎体力の概念 に っ い て

　基礎体力 と い う概念は 柔 道指導 の 現場及 び研究

に お い て 頻繁に 用い られ て い るが ， その 実体 は必

ずし も明確で ある とは い えな い ．

　松本
11 ｝は 柔道選手に 必要な体力 を ト レ

ーニ ン グ

の 立場 か ら， 技術的体力 ， 専門的体力 ，

一般的基

礎体 力の 3段階に 分けて 考えて い る．その 中で
，

技術的体力 と専門的体力 は 柔道の 技術 ・動作と直

接関連 を もつ もの で ， 柔道の 練習に よ っ て の み 向

上が期待 され るが ，

一
般的基礎体力は オ ール ラ ウ

ン ドな身体づ く りを 目指す もの で ，柔道の 技術 と

は直接関連がな く， 他の ス ポ ーツや運動に よ っ て

も高め られ る もので ある と述べ て い る．又 ， 横堀

ら
S2 ）は ス ポ

ー
ッ 技能の 段階的構造を ， よ りス ポ ー

ツ の 技術 と密接に 関連した段階か ら，よ り基本的

な段 階の 5段階に 分けて考えて い る．その 中で 基

礎体 力は 「身体の 構造 と機能」 に基づ くもの で あ

るが
， 各 ス ポ ー

ツ に 特有な 技能 と関連深 い 「ス ポ ー

ツ 技能」 「構成的技能」「基礎技能」とは 区別 され，

それ らの 基礎をなす もの で ある と述べ て い る． し

たが っ て柔道選 手の 体力の 中で も基礎体力 を問題

にす る限 りに お い て は
， そ の 体力は 柔道 の 基本動

作 ・技術 と関連づ けな くて も測定す る こ とが可能

で あ る と考え られ る．

　 さ らに松本 ら12｝は 柔道選手に 必要な基礎体力 の

要素 とし て の 次 の 6 要素をあげて い る． つ ま り，

  静的筋力，  瞬発九   敏捷性  持久力，

  平衡性  柔軟性で ある．又 ， 松本
11）は 以上の 6

要素に 調整力を加えて い る．横堀 ら
32〕

は基礎体力

の 要素 として ，   筋力，  敏捷性 ，   持久性 ，

  調整力 ，   柔軟性をあげ て お り，具体的に 柔

道選手の 基礎体力の 指標 と し て は周育及 び筋力に

重点を置い た 測定項 目を 用 い るべ きで ある と述べ

て い る．西 林 ら
22）は 柔道選 手の 基礎体力 と して ， 特

に筋力 ， 敏捷性 ， 瞬発力 ， 持久力に重点を置い て

い る．同様に 江崎
4）
は基礎体力 の 中 で も平衡性 に

着 目して い るが，その 結果は 必ずし も基礎体力 と

し て の 平衡性 の 重要性を示唆す る もの で は な い ．

さらに ， 平衡性測定項 目は他に比 ぺ て
一般的 に信

頼性が低 い とい われて い る
1）．

　以上の よ うに 基礎体力の 概念及びその 構成要素

は 研究者 に よ っ て 多少異な り， 必 ず し も一致 しな

い ， よ っ て 本研究で は ， 基礎体 力を 「柔道以外 の

ス ポ ー
ツ に も程度の 差こ そあれ 共通に 関与す る と

思わ れる狭義の 行動体力」
19）と理解 し， その 構成要

素を  体格 ，   ス ピー ド  瞬発力  敏捷性 

筋力  持久力  柔軟性で あ る とい う作業仮説 の

もとに 研究を進め る こ と に する ．

　（2）測定項 目及び測定方法

　前述の 基礎体力の 概念 に 基づ き， 測定項目 と し

て 次の 17項 目を選択 した ．

　  体格（1）長育 ；身長 ，座高

　　　　 （2）幅量育 ；体重，胸囲

　  ス ピー ド ；50m走

　  瞬発力 （1）上肢 ；ハ ン ドボ ー
ル 投

　　　　 （2）下肢 ；走幅とび ， 垂 直跳

　  敏捷性 ；サ イ ドス テ ッ プ

　  静的筋力 ；背筋力 ， 握力 （左 ・右）

　  持久 力（1）筋持久力 ；懸垂

　　　　 （2）全身持久力 ；持久走，踏台昇降

　  柔軟性 ；伏臥上体 そ らし
， 立位体前屈

　 これ らの 17項目の うち ， 体格に 関する 4項 目は

通常 の 身体計測 の 方法
5，に て

， 他 の 13項 目は ス

ポ
ー

ッ テ ス ト実施要領に 基づ い て 昭和57年 5 月に

測定 され た．

　特に 測定項 目 の選択に あた っ て は 実用 性を考慮

し，特別な器具 を用 い ず とも短時間で 多 くの 者の

測定が可能 な もの を選択 した ．

　信頼度は 体格及 び全身持久力を除い た 項 目に つ

い て
，

テ ス ト
ー
再テ ス ト法 に よ り求め た．た S’し ，

2回の 測 定は 測定上 の都合か ら同一 目に 行なわ れ

た もの で ， 疲労等の た め 2回 の 測定を 同
一

条件で

行な うこ とが 明らか に 困難で ある全身持久力 の 測

定項 目に つ い て は 信頼度は 求 め なか っ た．求め ら

れ た 信頼度 は 全 て0．9以 上 で あ る こ とが 望 ま し

か っ た が ， 個 人間の 比較に 適用可能で ある と考え

られて い る信頼度の 下限値0．8は 全 て満足す る も

の であ っ た ．

　実施 された 測定項目の平均値 ， 標準偏差及 び信

頼度は 表 1 に 示 し た ．
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T 巳hlo　 1．　 Mean ，
　 standard 　deviation　and

　reliabi且ity．

Item MeanSD Re且ia・
bnity

1．Stature（cm ） 171．986 ．28 一

2．Body　weight （kg） 80．8715 ．35 一

3．Ch鰍 gi曲 （  ） 102．258 ．91 一

4．Sitti  hei図ht（  ） 92．oo3 ，65 一

5．Side　step （ti  ） 44．754 ，780 ，901

6．Vertica且jump（  ） 58，816 ，650 ，958
7．Back　stτen図th（  ） 16B．0624 ，690 ，871

8・
脇

就岬 b（R） 55，107 ．010 ，913

9・
脇

就「  』（L） 52．757 ．170 ，879

10．Modi俑ed 　Harvard
　　　step　test（poinの

81，1915 ，59 一

11．Tru櫨 ext   sion

　　　（  ）
59．239 ．110 ．912

12．Trmk 　6exion（  ） 15．434 ．920 ．952
13．50m 　dash（s  ） 7．320 ，570 ．851

14．Ruming　broad　j皿 p
　　　（  ）

432．0448 ，250 ．924

15．HandbaH 　thmw （m ） 28．915 ，000 ，925

16．Chinni  （times） 9．銘 4，700 ．859
17．Endurance　run （sec） 367．0137 ，27 一

　 （3）複検者

　本研究の 対象 とな っ た被検者は D 大学 ， J大学 ，

S 大学 ， T 大学の 全 日本学生柔道優勝大会出場選

手を含む柔道部員72名 で ある．又 ， 段位は初段か

ら3段 まで の 者 で
， 経験年数 は 平均8．31年 ， 標準

偏差 2．63年で あ っ た． した が っ て 本研究で 用い ら

れた 被検者は 大学生柔道選手 として の 基礎体力 の

特 性を備 えるの に十分な経験を もっ て い る とい え

る．

　（4）基礎体 力の 推定方法

　本研究で は 基礎体力 を統計学的立場か ら推定す

るた め に 因子分析を用 い る こ とに す る．つ ま り，

各測定項 目間 に つ い て 計算 された相関行列に 不 完

全 主成分分析 （incomplete　principal　component

analysis ）を施 し ， 固有値が 1．0以上の 主成 分に つ

い て ，
ノ ーマ ル ・パ リマ ッ ク ス （normal 　varimax ）

基 準に よ る直交回転を適用 し て 多因子解 （multi ・

ple　factor　solution ）を求め た ．次 い で 抽出 された

各基礎体力因 子の 推定を完全推 定法 （complete

estimation 　 meth （》d） を 用 い て 重 み 係 数 （β・

coefficients ）を求め ，推定 された 因子得点 を各個

人 の基礎体力得点 と考えた ．そ して ，
こ の 基礎体

力得点の 因子妥当性を考慮 し て ，よ り実用的な各

基礎体力の 推定式を 決定す る こ と に した
1mo ）・S）．

結県及 び考察

　 （1）基礎体力の 因子構造

　統計学的立場か ら基礎体力の 評価尺度を作成す

るた め ， 前述の 方法に よ り基礎体力 の 因子構造 を

求め た．評価尺度は 互 い に独立 して い た方が理解

しや す い こ とを考慮 し て 因子 モ デ ル は 直交解を用

い た ．基礎 体力の 評価尺度は 抽出され た基礎体力

の 各因子に 対応 して作成 され る．

　相関行列 （17× 17） は表 2 に ， また 抽出された

因子負荷行列は 表 3 に 示 した ， こ こ で は 因子 負荷

量が 0．5以上 を有意 とした．

　第 1因子は 身長 ， 体重 ， 胸囲 ， 座高，背筋力，

握力に 有意な負荷量 を示 したの で ，
「体 格及び静的

筋力」 と解釈 した．第 2因子は垂直跳，踏み 台昇

降運動 ， 50m 走 ， 走幅跳 に有意な負荷量 を示 して

い る．踏み 台昇降運動は本来循環機能を測定す る

項 目で ある が ， 踏み 台昇降運動 と他の 3項 目テ ス

トとの 相関が低い 事か ら踏み 台昇降運動よ りも垂

直跳 ， 50m 走 ， 走幅跳の 関与を強調 し て 共通 な背

景的能力 とし て 「下肢の 瞬発力」 と解釈 した ．第

3因子 は 座高 ，
サ イ ドス テ ッ プ

， 走幅跳 ，
ハ ン ド

ボ ール 投 に 有意な負荷量を示 して い るが
， 特に サ

イ ド ス テ ッ プ
， 走幅跳 ，

ハ ン ドボ ール 投に 注 目し

て， こ の 因子 を 「敏捷性 と関連 の あ る全身の 瞬発

力」 と解釈 した ．こ の 因子と座高 との 関連に つ い

て は今後検討 の 余地が ある．第 4因子は伏臥上体

そ ら し ， 懸垂 腕屈伸 ， 持久走 に 負荷量が 高 い ．懸

垂腕屈伸 は 筋持久力 ， 持久走は 全身持久力の 測定

項 目で ある．そ して ， 伏臥上体そ らしは本来 柔軟

性 の 測定項 目で あるが
， もう

一
方の 柔軟性 の 測定

項 目で ある立位体前屈 とは 相 関係 数 が 一
〇．039と

非常に低 く，柔道選手を対象 とす る限 りに おい て

は ， 上体をそ らす とい う運動成就に は 柔軟性 以外

の 能力が関与 し て い る の か もしれ ない ．した が っ

て ， こ の 因子 を 「持久力因子」 と解釈した．第 5

因子は 立位体前屈 の み か ら構成 され ， 「柔軟性」因

子 と考え られ る．

　Noguchi ら
23⊃らは 本研 究 と同様 な変t を 用 い

て
一

般大学生 の 因子負荷行列を求め て い る．
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Tib且e 　2．　 Correlation　matrix ．

1234567891011121314151617

12596

3478911

4717457391

5 一〇40一418 一謝 214

6 α92一254 一233 一101209

7 躙 450452232 一259 鰯

8576494406415 一
〇87042562

9555432395405054069533775

10 一
〇52 一179 一224一231一192334 一

〇37 一135 一169

11147155141166 一268 一
〇75219039094158

12 一127 一180 一178一108257089055 一178一166050 一
〇39

13090667646213 一325 一534   100095 一371199 一〇93

14 一
〇16 一540 一488DO4582544 一〇61一〇48092131 一138224 一616

15263 一〇99 一
〇67397388348040105169014 一〇53oo5 一264385

16 一131 一479 一344 一140384328 一114032 一
〇10ll8 一323一〇58 一462584365

17058177164117 一115 一323048047 一
〇〇5 一119224 一

〇91154 一285一130 一373

Note）
1）　Stature
2）Body　weight

3） Chest　girth
4）Sitti  hei琶ht

5）　Side　step
6）Vertica且jump
7）Back　strength

8） Grip　stre   th（R ）

9）Grip　Strength （L）

10）MOdified　Harvard　step 　test

11）Trunk 　extension

12）Trunk　fiexion
13）50m 　dash
14）Running 　broad　jump
15）　Handball　throw
16）　Chinning

17）　Enduran    

t　Decima 且point　are 　omitted ．

　Noguchiらは こ の 結果 に解釈や 詳 細 な検討は

行な っ て い ない が，本研究の 結果 と比較 して 次の

よ うなこ とが考察され る．

  本研究 の 結果で は 体格 と静的 筋力 は 同
一の

因子を構成 し て い た が，Noguchi らの 結果 ，
つ ま

り
一

般大 学 生の 場 合は 別 々 の 因子 を構成 し て い

た ． こ れ は 大学生柔道選手の 静的筋力 と体格が非

常に 関連深い もの で ある こ とを示 して い る．

　さて ，従来よ り柔道の競技成績 と体格 ， 特に 体

重 との 関連が深い と い う報告が多い が 2）・1°）・s°）
，

こ

れ らの 報告 と 「体格と静的筋力の 関連が深 い とい

う本研究 の 結果 か ら ， 競技成績 を左右す る要因 と

し て ， 身体機能 とい う観点か らは 静的筋力に も注

目で きる の で は な い か と い う推論がで きる，こ れ

は 全柔連強化委 員会科学研究部の 報告 と一致す

る
ss）
．

　  一般大学生の 場合 ， 上 肢 と下肢の 瞬発力は 同

一の 因子 を構成す るが ， 本研究の 場 合 ， 全身的な

瞬発力 と下肢の 瞬発力 とい う2 種類の 瞬発力が抽

出されて い る． こ れ は 一般大学生の 場合 ， 上肢の

瞬発力が優れて い る者 は下肢の 瞬発力 も優れ て い

る傾向が あ るが ， 大学生柔道選手の 場合必ず し も

そ うで は ない こ とを示 して い る．つ ま り，両者は

別 々 の 尺度に よ っ て 評価す る方が妥当で あろ う．

　  柔軟性に つ い て は 一般大学 生が上 体そ らし

と体葡屈の 2 変量 に よ っ て 定義 され て い る の に 対

し て ， 大学生柔道選 手は 体前 屈の み に．よ っ て定義

され て い る， これ は
一般 大学生が前屈 に 優れて い
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Table　3。　Significant　factor　loadings．

Item　Fほctor 1 H 皿 IV VCommu
・

nality

1，Stature
2．Body 　weight

3．Che就 gir 

4．Si“ing　beight

5．Side　step

6，V   ical扣 mp

7，Back 　st  9出

8．Grip　strength （R）

9．G加 s甘eゆ （L）
10．Modi丘ed 　Harvard
　　 sUgp 　te5ヒ

11．T   髭 exten8i  

12．T τunk 　nexion

l3．50m　dasb
l4．　Runni  bmad
　　jUI叩
15．Handba翻 throw

16．C』imi 

17．Enduran  mn

0，7530
，7270

，6450
．535

0．7590
．8320

．811

　 0．730

　0．743

− 0．720

　0。543

0．5300
．800

0．5700

．670

　0，748

− 0．612

　0，607

0．932

0．7470
．8600

．7470
．8140

．8050
．6360
，6930
，7330

，701

 ，6670

，6410
，8740

．7390

，7780

．5980
．6770

，456

Contゴbution
％co 就 ribution

3．9823
．412

．7115
．932

．4114
．18L8911 ，121

。207
．0412

．1971
，68

Table　4。　 Coe伍cients 　of　estimating 　fomu 且as 　with 　all　variables ．

F1＝ 0．26Xl 十〇．11× 2 十 〇．18X ，十 〇．14×4
− O．14X，十 〇．15×6 十 〇．10×7 十〇35X ■ 十〇．33X ・ 十〇．OIX ，，

− 0．2X
，，

十 〇．05×12 十 〇．53
　　Xts十 〇．05X 匚‘ ＋ 0．02XI5十 〇．07Xie− O．03Xn − 87．59
F2 ＝ 0，10X 匚

一
〇．05×2

− O．12X ，

− O．25X ・

− O．14X。
十 〇．45×6 十〇．05×7 十 〇．06X ・ 十〇．05X ・十〇．25X ，o 十〇．22Xl匚一〇．07×12

− 4．71
　　Xls十〇．03× 14 十 〇．12X ，，

十 〇．15X ，●

− O．02X 匚7 十 41．51
F3＝ O．24X ，

− 0．05×2
− 0．08X ゴ ←0，96X ， 十〇．76X ，

− e．04瓦 一〇．07×7
− 0．06Xt ＋0．02X

・
− O．11Xio十〇．04XlI十 〇．03X，，

− 0．74
　　Xls十〇．04X，，十e．64X，5 十 〇．64Xl6十〇．04X ，，

− 124，34
F4＝023X

阻
十 〇．01X，

− O．05×3十 〇．61X‘

− O．12X ，

− 0．01× 6
− O．02× 7

− 0．23X
●
− 0．18X．十〇．15Xlo十〇．56X ，，十〇．11Xn − 0．33

　　X ．

− o．olx ■・十〇．24Xts− O．MXLe 十〇．10×17
一関 ．22

F5＝− 0，13X 一 〇．OIX ，十 〇．OIX3− 0．23×4 十〇36X 昌 十〇．13X ●十 〇．11× 7
− 0．08X

．
十 〇，OIXg− 0．02Xlo十 〇．09X ，，＋ 1．56X 匚、＋

　 　3．58Xl3十〇．03X 日

一
〇．20Xl．

− O．Z3Xi●

− O．03X ． 十 5．73

 

聯

羅

瓦

為

為

瓦

瓦

瓦

渇

0帆N X ． ；Grip　st祀 ng 廿1（R）

Xg ；Grip　strength （L ）

Xlo ；Mod 面ed 　Haτvard

　 　 step　test

X ：L ；Trunk　extension

X12 ：Tmnk 　flexion

X18：50m 　dash

陶

濫

 

蠱
 

RHCE‘

　
5
　
‘

　　
7

XXXX

る者 は 後屈に も優れ て い る傾向があ る の に 対 し

て
， 大学生柔道選手の 場合必ず し もそ うで ない こ

とを意味 して い る． こ れは 柳沢 らSO｝の 報告 と一致

して い る．

　中村
1°）et本研究 と同様の 変量を高校生運動選手

に 適用 し ，
二 因子 モ デ ル の 立場か ら基礎運 動技能

に つ い て報告して い る が ， 柔道選手の 基礎運動技

能に 対する 体格の 貫献度は 他の ス ポ ー
ツ に 比べ て

少ない 傾 向がみ られた． こ れは本研究の 体格 （及

び静的筋力）因子の 貫献度 が最 も大 きい 結果 とは

一致 しな い ．

　（2）甚礎体力の 推定 式

　因子得点は各個 人の 各因子に対する評価を一
次

式に よ っ て 求め られた標準得点 の形式で 表わ す．
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前述の 方法に よ り求め られた因子得点 の推定式 の

係数 は 表 4 に 示 した．た N’し ， 標準得点が T ス コ

7 の 形式で 表わ され る よ うに 係数 を変換 して あ

る．

　例え ば ， 各基礎体力測定値が次の よ うな大学生

柔道選手の 「体格及 び静的筋力」を評価 してみ る．

　身長199．6cm ，体重97．Okg，胸囲107．Ocm ，座高99．O

　cm ，サ イ ドス テ ッ プ43回，垂直跳 68cm ，背筋力 180

　kg， 握力 （右）65kg ， 握力 （左）63kg， 踏み 台昇降

　運動112．5， 伏臥上 体そ ら し61cm，立位体前屈 12．5

  ，50m 走 7．2秒 ， 走 幅跳 490cm ，・ ・ ン ドボ ー
ル 投

　35m，懸垂腕屈伸 14回，持久走388秒

　 こ れ を表 4 に 示 した第 1因 子 の 推定式 に 代入 して

み る と

　0．26x　（188．6）十 〇．11x　（97）十 〇．18　x 　（107）十

　 〇．14×　（99）− 0．14x　（43）十 〇．15×　（68）十 〇．10x

　（180）十 〇．35x 　（65）十 〇．33x 　（63）十 〇．Olx

　（112．5）− 0．02 ×　（61）十 〇．05x 　（12．5）十 〇．53×

　（7．2）十 〇．01×　（490）十 〇．02x 　（35）十 〇．07　x 　（14）−

　0，03x 　（388）− 87．59＝ 67．8

　 とな る．こ こ で 正規分布が 厳密 に成 り立 つ とすれ

ば，
こ の 選手よ り優れた 「体格及び静的筋力」を持つ

大学生柔道選手が存在す る確率は約 4％ とな り，こ の

選手は か な り優れ て い る こ とが わ か る．

　 し か し，こ の 計算は特別な計算機を利用で きな い 場

合，非常に繁雑で ある こ とは 否定で きな い ．そ こ で 計

算を簡単に し，利用 しやす くす るた め 17項 目の 変数よ

りも少 な い 項 目で 推 定す る式を 考 え る こ と に す る．

た y し， 変数を少なくすれば通常それ とともに推定の

精度 も低 下す る．つ ま り， よ り少な い 変数で推定で き

る とい う実用性 と推定 の 精度 を向上 させ る とい う妥

当性 は 互 い に 相反する性質をもっ て い る．した が っ て

実用性 と妥当性 の 両者を考慮 して実用的 な推 定式が

決定 され る．た だ し， 推定の 精度は推定に 用い られた

変量鮮 と因子 との 重相関係数に よ っ て 評価 され る．

　 こ の 問題に対す る 1 つ の解決策 は 増加 妥当性 に よ

るもの で ある
T）・9）・s ］）．つ ま りk 個の 変量か ら k＋ 1個

の 変量 を用 い た場合増加す る推定式の 回帰平方和が

統計学的 に 有意な変量 を追 加 し，逆 に k 個 の 変量か ら

k − 1個 の 変量を用 い た場合減少する推定式の 回帰平

方和が統計学的 に 有意な もの で な い 場合そ の 変量を

取 り除 くもの で あ る．こ の 統 計学的基準は F 検定に

従 っ て ，そ の 分散比 が検討さ れ る ぺ きで ある が ， 現実

的に は 目的に 応 じて 研究者 に よ っ て 決め る場合 もあ

る
7 ｝Si ）．本研究の場合用 い た変量 の 数及び標本数 を考

慮 し て 基準値を 30．0とす る こ とが 適当 と考 え られ た ．

本研 究 の 場 合，各基礎体力の 推定式を，因子と最 も相

関が高い 変量 か ら始め て ，先に 述べ た 統計学的基準に

よ り遂次変量を取 り入れ，ある い は取 り除 くこ とに よ

り選択 される変量 が安定す るま で 繰返 し決定す る こ

と に する．

　以上 の 方法に よ り求め られた 推定 式及 び重相関係

数 は 次 の よ うに な っ た．．

　Fl ＝ 0．28× 1 十 〇．13X ，
十 〇．16Xg 十 〇．ISX6 十 〇，11

　　× 7 十 〇．36Xa 十 〇．30Xg − 0．03X ，7
− 78．31 （R ＝

　　0．998）

　F2 ＝ 0．60X
．
十 〇．27Xte 十 〇．22X ，，

− 6．89X ，，
十

　　29．95 （R ＝ ：0，962）

　F3 ＝ O．94X ， ＋ 1．21× 5 十〇．68X 且5
− 110．05 （R ＝

　 　0．949）

　F4 ＝ 0．73Xn 十〇．11Xn − 33．54 （R ＝ 0，864）

　F5 ＝ 1．87X ，， 十21．10 （R ＝ O．918）

　（注）　 Fl ：第 1因子の 因子得点

　R ：重相関係数

　変t の番号は表 1の項 目に 対応 して い る．

　ただ し， 選択された変量は 因子 の 負荷量の 絶対値 の

大 きさの順位 とは必ず しも
一

致して い な い が，こ れ は

変量 1 つ 1 つ で は 説明力 が 小 さ くて も， 特定 の 変量 が

組 合わ ざる と説明 力が増大する と い う交互 作用の 影

響 と考え られ る．

結 臨

　大学生柔道選手の 基礎体力を推定す る組テ ス トを

作成す るため ， まず前述の 17項目の 体力測定項目か ら

計算され た相関行列 に 主 成分分析及 び narrna 且 var −

imax 回転を施 し， そ の 結 果，次 の 5因子 が抽出され

た．

　 1）体格及び静的筋力

　2）下肢 の 瞬発力

　3）敏捷性 と関連 の ある全 身の 瞬発力

　4）持久力

　 5）柔軟性

　さらに ，
こ れ らの 因子妥当性に 基 い て，推定の 精度

とよ り少 な い 変量 で 推 定す る と い う実用性を考慮し

た組テ ス トを作成 し た．求め られ た組 テ ス トは 次の よ

うに な っ た．

　 Fl＝0．29X ， 十 〇．13× 2 十 〇，16Xs 十 〇．15×6 十 〇，11

　　× 7 十 〇．36X 臼十 〇．30Xg − O．03X．

− 78．31
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　F2 ＝ 0．60×6 十〇．27X，， ＋0．22Xu − 6．89X，， ＋29．95

　F3 ； O．94X ‘ 十 1．21Xs十 〇．68X
，5
− 110．05

　F4 ＝ 0，73Xn 十 〇。11Xt7− 33．54

　F5 ； 1．87Xl2十 21．10

　本研究で 必要な計算は 全 て筆者 に よ る プ ロ グ ラ ム

で 筑波大学学術情報処理 セ ン タ ーFACOM 　M ・200に

て 行なわ れた．又本研究の
一

部は 第15回 日本武道学会

に 発表 した．
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